
ニ
O
O
四
年
度
後
期
j
ニ
O
O
五
年
度
前
期

文
学
研
究
科
院
生
の
研
究
活
動

真
宗
学
専
攻

O
真
宗
研
究
会

〈
修
士
論
文
中
開
発
表
》

二
O
O
四
年
十
一
月
十
七
日
(
水
)
於

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

田
口
敏
明

(
M
2
)

日
程・
法
然
法
語
の
研
究

-
他
力
廻
向
義
の
成
立
背
景
の
研
究

立
花
慈
光

(
M
2
)

無
漏
田
智
道

(
M
2
)

-
親
驚
の
救
済
思
想
と
弘
願
転
入

・
真
宗
に
お
け
る
社
会
的
実
践
の
研
究

-
『
浄
土
論
註
』
に
お
け
る
「
審
摩
他
」
・
「
見
婆
舎
那
」
の
研
究

b
b日目、司』

ム
同
μ
う

t

山
崎
善
太

(
M
2
)

崇

(
M
2
)

-
功
存
教
学
の
再
検
討

藤
田
真
証

(
M
2
)

《
後
期
例
会
》

日
程

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

二
O
O
四
年
十
二
月
一
日
(
月
)
於

講
師

児
玉

識
(
元
本
学
教
授
)

1員
題

真
宗
の
エ
ー
ト
ス
を
考
え
る
ー
真
宗
学
と
真
宗
史
学
の
接
点
を
求
め
て

1

〈
前
期
例
会
》葉

報

日
程

二
O
O五
年
七
月
四
日
(
月
)
於

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

講
師

矢
田
了
章
(
本
学
教
授
)

真
宗
学
の
方
法
論
i
浄
土
教
理
史
、
真
宗
教
学
史
に
関
し
て

1

J寅
題

現
代
教
学
研
究
会

《
定
例
学
習
会
〉

毎
週
火
曜
日
午
後
六
時
よ
り

於

真
宗
学
合
同
研
究
室

テ
ー
マ

他
宗
教
の
理
解
l

橋
爪
大
三
郎
『
世
界
が
わ
か
る
宗
教
社
会
学
入

門
』
を
通
し
て
|

O
学
会
発
表

《
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
五
十
八
回
大
会
》

日
程

二
O
O
四
年
十
一
月
九
日
(
火
)
於

本
学
清
和
館
三
階
大
ホ

l
ル

-
信
と
証

岡
崎
秀
麿

(
D
2
)

-
蓮
如
上
人
に
お
け
る
『
安
心
決
定
紗
』
依
用
に
つ
い
て

六
雄

信

(
D
2
)

-
二
種
深
信
の
臨
床
的
研
究
|
二
種
深
信
と
自
我
同
一
性
の
関
係
!

四



長
岡
岳
澄

(
D
3
)

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
六
回
学
術
大
会
》

日
程

二

O
O五
年
七
月
二
九
日
(
金
)
・
三

O
日
(
土
)

於

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

岡
崎
秀
麿

(
D
3
)

黒
田
義
道

(
D
3
)

-
親
驚
に
お
け
る
「
横
超
」
考
察

-
初
期
真
宗
の
教
団
指
導
者
像

.
垂
名
示
形
論
再
考

〈
日
本
宗
教
学
学
会
第
六
四
国
学
術
大
会
〉

赤
測
弘
祐

(
D
3
)

日
程

二
O
O五
年
九
月
九
日
(
金
)

l
一
一
日
(
土
)
於

関
西
大
学

-
真
宗
学
に
お
け
る
現
代
的
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
|
方
法
論
を
中
心
に
|

打
本
未
来

(
D
3
)

-
田
辺
哲
学
に
お
け
る
親
驚
思
想
理
解
|
三
願
転
入
論
を
中
心
と
し
て
|

竹
本
了
悟

(
D
3
)

-
親
驚
に
お
け
る
言
語
観

赤
測
弘
祐

(
D
3
)

-
真
宗
助
正
論
の
研
究

岡
崎
秀
麿

(
D
3
)

-
初
期
真
宗
教
団
の
「
師
」
と
「
善
知
識
」

黒
田
義
道

(
D
3
)

仏
教
学
専
攻

〈
修
士
論
文
中
開
発
表
》

日
程

平
成
十
六
年
十
一
月
二
日
(
火
)龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
豊
二

O
三
教
室

.
現
代
と
初
期
仏
教
の
倫
理
観
l

正
義
論
と
仏
教
的
善
悪
|

於

四
二
二

波
多
唯
明

(
M
2
)

と
し
て
|

-
仏
教
に
お
け
る
悪
人
の
研
究
l

律
蔵
に
お
け
る
提
婆
達
多
の
記
述
を
中
心

柴
田
幸
二

(
M
2
)

-
律
蔵
規
定
に
お
け
る
浄
法

・
『
入
中
論
』
第

6
章
の
研
究

-
空
と
慈
悲

-
『
中
論
』
に
み
る
空
思
想

-
業
論
の
研
究

日
程

平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日
(
火
)

上
野
彰
雄

(
M
2
)

金
沢

豊

(
M
2
)

竹
内

知

(
M
2
)

青
木
正
親

(
M
2
)

登
田
幸
博

(
M
2
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
養
二

O
三
教
室

脇
屋
智
道

(
M
2
)

-
『
不
増
不
滅
経
』
の
研
究

-
証
真
教
学
の
研
究
|
天
台
教
判
の
展
開
|

・
日
蓮
教
学
に
お
け
る
五
時
八
教
の
受
容
に
つ
い
て

-
『
阿
閑
仏
国
経
』
の
研
究

二
候
歓
子

(
M
2
)

西
村
雄
二

(
M
3
)

金
子
大
輔

(
M
2
)

-
地
蔵
信
仰
の
展
開
l

十
王
信
仰
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
|

森

-
唯
識
説
に
お
け
る
種
子
の
研
究

《
平
成
十
六
年
度
龍
谷
仏
教
学
会
学
術
大
会
〉

日
程

平
成
十
七
年
一
月
十
三
日
(
木
)

啓
子

(
M
2
)

古
谷
友
宏

(
M
3
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
聾
2
F
大
会
議
室

小
谷
知
弘

(
D
2
)

-
道
宣
の
末
法
観



-
『
希
有
未
曾
有
法
経
』
に
お
け
る
菩
薩
誕
生
記
事
の
問
題
点
天
野

-
十
諦
律
と
根
本
有
部
律
の
結
集
記
事

立法
怯華

刀之

教
A立会
ザー

研
'7b 
ブし

発
表
大
ム、
~ 

平
成
十
七
年
二
月
十
六
日
(
水
)
於

-
日
蓮
聖
人
の
成
仏
論

《二

O
O
五
年
度
卒
業
論
文
の
書
き
方
説
明
会
》

日
程

平
成
十
七
年
七
月
十
九
日
(
火
)

井
上
博
文
(
研
究
生
)

信

(
D
2
)

メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

三
浦
和
浩

(
D
l
)

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
豊
一

O
一
教
室

信

(
D
3
)

-
卒
業
論
文
を
ど
う
書
く
か

.
資
料
収
集
と
保
存
方
法

.
卒
論
執
筆
に
関
す
る
注
意
事
項

《
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

日
程

第
五
十
六
回
学
術
大
会
》

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日
(
金
)
於

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

信

(
D
3
)

-
ニ
カ

l
ヤ
に
お
け
る
菩
薩
誕
生
記
事
の
問
題
点

-
叡
尊
の
三
衆
浄
戒
理
解

-
道
宣
の
種
子
戒
体
説
の
検
討

・
明
恵
の
五
秘
密
与
五
聖
同
体
説

-
『
大
乗
義
章
』
に
見
る
円
融
思
想

-
『
中
辺
分
別
論
釈
疏
』
の
再
校
訂
の
た
め
に

・
『
法
華
経
』
方
便
品
に
お
け
る
菩
薩
行

葉

幸R

天
野

金
沢
小
谷
知
弘

(
D
3
)

豊

(
D
l
)

天
野
大
谷
由
香

(
D
3
)

野
呂
小
谷
知
弘

(
D
3
)

靖

(
D
3
)

北
塔
愛
美
子
(
研
究
生
)

金
才
権
(
研
究
生
)

早
川
貴
司
(
研
究
生
)

日
程

平
成
十
七
年
七
月
三
十
日
(
土
)
於

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

-
慧
思
の
法
華
三
昧
前
方
便
の
考
察

鶴
田
大
玉
口
(
研
究
生
)

〈
第
四
十
三
団
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会
》

日
程

平
成
十
七
年
九
月
六
日
(
火
)
於
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪

・
中
古
天
台
に
見
ら
れ
る
本
遮
仏
身
論
付
|
『
本
理
大
綱
集
に
つ
い
て
』
|

三
浦
和
浩

(
D
2
)

哲
学
専
攻

〈
龍
谷
哲
学
会
主
催
学
術
講
演
会
〉

タ
イ
ト
ル
・
・
公
共
的
利
害
関
心
か
、
個
人
的
利
害
関
心
か
!
社
会
哲
学
に
お
け

る
昔
か
ら
の
論
争
の
現
代
的
課
題
|

-
講
師
・
・
カ

l
ル
・
ア
ハ
ム
教
授
(
同
ωユ
〉
各
ωgw
グ
ラ
l
ツ
大
学
社
会
学
科

教
授
)

・
於
・
・
清
和
館
3
階
大
会
議
室

-
日
時
・
・
二

O
O
四
年
十
月
十
四
日
(
木
)
十
五
時
l

《
平
成
十
六
年
度
修
士
論
文
中
開
発
表
会
》

・
発
表
者
1
・
・
松
尾
治
郎

(
M
2
)
、
タ
イ
ト
ル
・
・
「
一
義
性
へ
の
問
い
」

・
於
・

t
l
m

・
日
時
・
・
二

O
O
四
年
一
月
六
日
(
木
)
十
五
時
i
十
六
時
三
十
分

〈
平
成
十
四
i
十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究

ω口
)
プ
ル
ゥ
タ

ル
コ
ス
の
総
合
的
研
究
「
『
英
雄
列
伝
』
の
人
柄
描
写
と
『
モ
ラ
リ
ア
』
の
倫

理
観
」
研
究
発
表
会
〉

四
二
三



-
発
表
者

1
・
・
野
村
田
日
章
(
研
究
生
)
、

タ
イ
ト
ル
・
・
「
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
ダ

イ
モ
ニ
オ
ン
理
解
|
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ダ
イ
モ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
』

(
ロ
ゅ
の
ぬ
巳
。

ω。
ng片山
ω)

に
お
け
る
知
性
の
声
」

-
於
・
・
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
西
豊
三
階
小
会
議
室

.
日
時
・
・
随
時

教
育
学
専
攻

二

O
O五
年
度
修
士
論
文
中
開
発
表
会

日
程

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎

七
月
九
日

南ー一一
O
一一

-
「
青
年
期
後
期
に
お
け
る
笑
い
の
尺
度
の
作
成
」

吉
山
宜
秀

(
M
2
)

-
「
介
護
福
祉
士
養
成
教
育
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
体
験
に
よ
る
学
生

の

変

化

に

関

す

る

研

究

」

児

玉

龍

治

(
M
3
)

.
「
青
年
期
に
お
け
る
自
己
嫌
悪
感
と
自
己
効
力
感
の
関
係
」松
田
秀
樹

(
M
2
)

・
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
お
け
る
中
学
生
の
健
全
育
成
の
研
究

i
適

応
指
導
教
室
を
事
例
に
し
て
j
」

橋

本

英

司

(
M
2
)

.
「
あ
る
自
閉
症
児
に
お
け
る
遊
戯
的
関
わ
り
に
よ
る
発
達
的
変
容
に
つ
い

て
の
事
例
研
究
」

井
上
博
品

(
M
2
)

-
「
青
年
期
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
恐
怖
心
と
友
人
関
係
と
の
関
連
に
つ
い
て
」

梅
本

直

(
M
2
)

-
「
学
童
後
期
の
母
親
に
お
け
る
養
育
態
度
と
自
身
が
受
け
た
養
育
態
度
と

の
関
連
性
に
つ
い
て
」

山
口
淑
子

(
M
2
)

四
二
四

メ
l
ジ
に
つ
い
て
」

-
「
学
童
養
護
施
設
入
所
児
童
に
お
け
る
異
な
る
自
己
像
と
そ
の
関
係
性
イ

僚

(
M
2
)

杉
山

-
「
青
年
期
に
お
け
る
母
娘
関
係
と
心
理
的
適
応
と
の
関
連
に
つ
い
て
」

〈
教
育
哲
学
会
第
四
十
七
回
大
会
〉

日
程

於

横
浜
国
立
大
学

二

O
O四
年
十
月
十
六
日

辻
尾
明
子

(
M
2
)

-
「
ヤ
ス
パ

l
ス
に
お
け
る
愛
と
交
わ
り
l

自
己
生
成
の
基
盤
と
し
て
の
愛

広
川
義
哲

(
D
3
)

〈
関
西
教
育
会
第
五
十
六
回
大
会
〉

日
程

於

聖
和
大
学

二

O
O四
年
十
一
月
二
十
日

-
「
ヤ
ス
パ

l
ス
に
お
け
る
『
水
準
の
同
等
性
』
と
交
わ
り
」

〈
論
文
〉

広
川
義
哲

(
D
3
)

-
「
演
劇
的
問
題
表
象
の
メ
ソ
ド
ロ
ジ

l
序
説
|
リ
ア
リ
テ
ィ
と
ア
ク
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
往
還
と
教
育
研
究
に
お
け
る
臨
床
性
」

『
龍
谷
大
学
教
育
学
会
紀
要
』
第
四
号
(
二

O
O五
)

〈
教
育
史
学
会
第
四
十
八
回
大
会
〉

日
程

於

法
政
大
学

-
「
国
民
学
校
の
綜
合
教
授
に
関
す
る
研
究
|
文
部
省
に
お
け
る
教
育
審
議

(
D
3
)
 

二

O
O
四
年
十
月
九
l

十
日

関
西
教ム
育丞
d斗I=l

墨申
m の
五点
I ‘ A 

ム 容
合と
E そ

釜2、〆 尽ア

響

日
程

於

聖
和
大
学

二

O
O
四
年
十
一
月
二
十
日

広
川
義
哲

(
D
3
)

井
上
兼



-
「
国
民
学
校
の
教
科
書
編
纂
に
関
す
る
一
考
察
」

〈
中
部
教
育
学
会
第
五
十
四
回
大
会
〉

井
上
兼

(
D
3
)
 

日
程

福
井
大
学

二
O
O
五
年
六
月
十
八
日

於

-
「
国
民
学
会
の
教
育
理
念
に
関
す
る
研
究
(
そ
の
2
)
|
「
八
紘
二
子
」

概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
|
」

井
上
兼

(
研
究
生
)

〈
論
文
〉
-
「
一
九
三

0
年
代
に
お
け
る
宗
教
教
育
政
策
の
転
換
と
そ
の
影
響
」

『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
十
七
集
(
二

0
0
五
)

〈
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
第
6
固
定
例
研
究
会
〉

日
程

二
O
O
五
年
三
月
二
十
六
日

於

神
戸
大
学

-
「
中
国
朝
鮮
族
と
韓
国
人
の
大
学
生
に
お
け
る
相
互
認
識
l

国
境
を
越
え

出
羽
孝
行
(
研
究
生
)

る
民
族
関
係
に
着
目
し
て
|
」

〈
日
本
比
較
教
育
学
会
第
四
十
一
会
大
会
自
由
研
究
発
表
一
ー
三
東
ア
ジ
ア
部
会
〉

日
本
大
学

日
程

二
O
O
五
年
六
月
二
十
五
日

於

-
「
中
国
朝
鮮
族
の
位
置
付
け
と
民
族
教
育
の
現
況
に
つ
い
て
」

出
羽
孝
行
(
研
究
生
)

(
論
文
)
-
「
中
国
延
辺
の
朝
鮮
族
学
校
に
お
け
る
二
言
語
教
育
の
可
能
性
」

『
関
西
教
育
学
会
研
究
紀
要
』
第
五
号
(
二

O
O五
)
出
羽
孝
行
(
研
究
生
)

(
共
著
の
単
行
本
)

-
「
日
本
の
」

一
部
と
「
韓
国
」

『
ア
ジ
ア
の
教
科
書
の
子
ど
も
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版

塘
利
枝
子
編
(
二

O

葉

幸日

O
五
)

国
史
学
専
攻

国
史
学
専
攻
活
動
報
告

〈
国
史
学
合
同
研
究
室
活
動
報
告
〉

二
O
O
四
年
度
後
期

〈
研
究
発
表
例
会
〉

日
程

十
月
四
日
(
月
)

-
真
宗
優
越
地
帯
に
お
け
る
保
守
主
義
に
つ
い
て

日
程

十
月
二
十
五
日
(
月
)

-
近
代
天
皇
制
国
家
の
形
成
l

岩
倉
具
視
の
活
動
を
通
し
て
l

朝
熊
香
織

(
M
2
)

日
程

十
一
月
一
日
(
月
)

-
井
上
毅
論

日
程

十
一
月
八
日
(
月
)

-
近
世
中
後
期
の
民
衆
思
想
|
富
士
講
を
中
心
に
|

日
程

十
一
月
十
五
日
(
月
)

-
平
安
時
代
初
期
天
皇
制
の
史
的
特
質

日
程

十
一
月
二
十
二
日
(
月
)

-
八
世
紀
に
お
け
る
天
皇
生
母
l

喪
葬
儀
礼
を
中
心
に
|

出
羽
孝
行
(
研
究
生
)

長
谷
川
典
彦
(
M
l
)

ノJ、
口I

健

(
M
2
)

橋
本
英
治

(
M
2
)

長
谷
部
寿
彦
(
M
2
)

松
井
桜
子
(
M
2
)

四
二
五



日
程

十
一
月
二
十
九
日
(
月
)

-
明
治
維
新
変
革
主
体
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
!
天
保
期
以
降
の
長
州
藩
を

日
程

中
心
と
し
て
|

十
二
月
六
日
(
月
)

林

大
輔

(
M
2
)

-
平
安
時
代
に
お
け
る
平
安
京
の
衛
生
環
境

猪
熊
理
恵

(
M
l
)

日
程

十
二
月
十
三
日
(
月
)

-
郡
上
宝
暦
騒
動
に
関
す
る
一
考
察
l

仲
間
入
証
文
を
基
に
1

今
尾
智
有

(
M
1
)

《
研
究
会
・
輪
読
会
》

考
古
学
研
究
会

毎
週
火
曜
日
六
講
目
よ
り

担
当

北
井
利
幸

(
D
2
・
尼
崎
市
立
田
能
資
料
館
嘱
託
)

毎
週
金
曜
日
六
講
目
よ
り
担
当
日
裏
高
博

(
D
3
)

月
一
回
、
史
料
:
・
火
曜
日
四
講
目
、
論
文
:
・
火
曜

古
代
史
料
輪
読
会

中
世
史
料
・
論
文
輪
読
会

日
五
講
目
よ
り

担
当

史
料
:
・
坂
口
太
郎

(
M
1
)
、
論
文
:
・
長
谷
部
寿
彦

(
M
2
)

近
世
史
料
輪
読
会

隔
週
火
曜
旦
ニ
講
目
よ
り

担
当

土
谷
渉

(
D
2
)

近
代
思
想
史
研
究
会

第
一
・
三
水
曜
日
五
講
目
、
第
四
土
曜
日
三
講
目
よ
り

担
当

井
之
上
大
輔

(
D
2
)

《
史
跡
踏
査
》

十
月
二
十
四
日
(
日
)

坂
本
・
比
叡
山
方
面

四
二
六

《
院
生
個
人
に
よ
る
全
国
学
会
発
表
記
事
》

十
一
月
二
十
六
日
(
金
)

二
O
O
四
年
度
龍
谷
大
学
史
学
会
史
学
大
会

-
幕
末
に
お
け
る
学
習
院
の
政
治
的
動
向

高
山
嘉
明

(
M
2
)

二
O
O五
年
度
前
期

《
研
究
発
表
例
会
》

日
程

五
月
二
十
三
日
(
月
)

-
鎌
倉
後
期
の
公
家
政
権
と
漢
学
二
題

坂
口
太
郎

(
M
2
)

日
程

五
月
三
十
日
(
月
)

-
『
葉
隠
』
に
お
け
る
山
本
常
朝
の
武
士
道
観
に
つ
い
て
の
考
察

内
田
紀
子

(
M
1
)

日
程

六
月
十
三
日
(
月
)

-
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
日
本
兵
士
の
反
戦
運
動

磯
崎

啓

(
M
l
)

日
程

六
月
十
八
日
(
土
)

-
近
畿
地
方
に
お
け
る
人
物
埴
輪
の
展
開

粟
村
恭
岳

(
M
1
)

日
程

六
月
二
十
七
日
(
月
)

-
兵
士
と
銃
後
社
会
の
戦
争
観
|
十
五
年
戦
争
期
の
軍
事
郵
便
を
も
と
に
l

寺
戸
尚
隆

(
M
1
)

日
程

七
月
二
十
五
日
(
月
)

-
南
勢
地
域
に
お
け
る
群
集
墳
と
首
長
墳

木
許

{寸

(
M
l
)

日
程

八
月
一
日
(
月
)

-
十
・
十
一
世
紀
の
御
霊
会
に
つ
い
て

l
正
暦
御
霊
会
研
究
序
説
|



〈
研
究
会
・
輪
読
会
》

考
古
学
研
究
会

(
1
)

考
古
学
研
究
会

(
2
)

古
代
史
料
輪
読
会

古
記
録
輪
読
会

中
世
史
研
究
会

中
世
古
文
書
研
究
会

近
世
史
料
輪
読
会

近
代
思
想
史
研
究
会

丹
羽
英
孝

(
M
2
)

担
当

毎
週
火
曜
日
六
講
目
よ
り

北
井
利
幸

(
D
3
・
尼
崎
市
立
田
能
資
料
館
嘱
託
)

毎
月
第
四
日
曜
日
二
講
目
よ
り

担
当

毎
週
金
曜
日
六
講
目
よ
り

担
当

月
一
回
土
曜
日
四
講
目
よ
り

木
許

守

(
M
l
)

河
合
健
成

(
M
2
)

担
当

横
津
大
典
(
本
学
非
常
勤
講
師
)

幸良

長
谷
部
寿
彦

(
D
1
)

坂
口
太
郎

(
M
2
)

高
山
嘉
明

(
D
1
)

木
下
和
子

(
D
l
)

五
月
二
十
二
日
(
日
)

《
院
生
個
人
に
よ
る
全
国
学
会
発
表
記
事
〉

日
本
史
研
究
会
中
世
史
部
会
・
大
阪
歴
史
学
会
中
世

月
一
回
水
曜
日
四
講
目
よ
り

担
当

月
一
回
木
曜
日
四
講
目
よ
り
担
当

隔
週
木
曜
日
三
講
目
よ
り

担
当

第
四
土
曜
日
三
講
目
よ
り

担
当

史
部
会
合
同
企
画

第
5
回
卒
論
報
告
会

葉

中
世
禅
林
の
飲
酒
に
関
す
る
一
考
察

芳
津

元

(
M
l
)

七

月

十

日

(

日

)

卒

論

報

告

会

・
兵
士
と
銃
後
社
会
の
戦
争
観
l

十
五
年
戦
争
期
の
軍
事
郵
便
を
も
と
に
|

日
本
史
研
究
会
近
現
代
史
部
会

寺
戸
尚
隆

(
M
l
)

東
洋
史
学
専
攻

二
O
O
四
年
度
後
期

〈
学
部
生
研
究
発
表
例
会
》

於

大
宮
学
舎
西
豊
二
階
東
洋
史
学
合
同
研
究
室

第
一
回

十
一
月
十
二
日
(
金
)

-
春
秋
時
代
の
会
盟

深
山

正
俊

(
L
4
)

-
エ
フ
タ
ル
図
考

斎
藤

秀
知

(
L
4
)

第
二
回

十
一
月
十
九
日
(
金
)

-
抗
仏
勢
力
と
国
境
の
確
定
l
清
仏
戦
争
後
の
ト
ン
キ
ン
高
地
の
変
容
l

望
月

直
人

(
L
3
)

第
三
回

十
二
月
八
日
(
水
)

-
旬
奴
フ
ン
同
族
論

松
田

剛
幸

(
L
4
)

《
第
二
十
八
回
研
究
大
会
》

日
時

十
二
月
三
日
(
金
)
午
後
一
時
よ
り於

大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ

l
ル

研
究
発
表

四
二
七



学
術
講
演

講
師

演
題

-
胡
服
騎
射
に
関
す
る
一
考
察

石
本
赤
羽
奈
津
子

(
M
2
)

利
宏

(
M
2
)

-
広
開
土
王
の
粛
慎
討
伐

-
漢
代
か
ら
貌
晋
南
北
朝
に
お
け
る
月
氏
集
団
に
つ
い
て大

西

-
ク
シ
ャ

i
ン
朝
の
イ
ン
ド
侵
入

宮
本

-
西
夏
の
監
軍
司
に
つ
い
て

大
島

村
岡

倫
先
生
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

啓
司

(
M
2
)

先

(
M
2
)
 

勝
俊

(
D
3
)

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
西
征
の
道
と
そ
の
軍
事
拠
点

ー
二

O
O四
年
度
現
地
調
査
報
告
を
か
ね
て
l

〈
学
術
講
演
会
》

日
時

講
師

演
題

十
一
月
五
日
(
金
)
午
後
三
時
よ
り
於

大
宮
学
舎
西
豊
二
階
大
会
議
室

堀
)11 

徹
先
生
(
京
都
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
教
授
・

国
際
言
語
平
和
研
究
所
所
長
)

二
O
O五
年
度
前
期

ヒ
ヴ
ァ
・
ハ
ン
国
の
イ
ス
ラ

l
ム
法
廷
文
書

日
程

〈
第
二
十
九
回
総
会
》

六
月
三
日
(
金
)
午
後
一
時
よ
り

於

龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
豊
一

O
四
教
室

記
念
講
演小
南
一
郎
先
生
(
京
都
大
学
名
誉
教
授
)

魂
の
考
古
学

講
師

演
題

《
輪
読
会
の
運
営
》

-
一
回
生
対
象
漢
文
輪
読
会

四
二
八

毎
週
金
曜
日 衛
青
・
霊
去
病
伝

午
後
五
時
三
十
分
よ
り

テ
キ
ス
ト
『
漢
書
』

巻
五
十
五

責
任
者

-
二
回
生
対
象
漢
文
輪
読
会

テ
キ
ス
ト
『
三
国
志
』

巻
十

買
調
伝

大
西

啓
司

(
D
1
)

毎
週
月
曜
日

午
後
三
時
三
十
分
よ
り

午
前
十
一
時
よ
り

毎
週
木
曜
日

責
任
者

-
そ
の
他
の
漢
文
輪
読
会

テ
キ
ス
ト
『
春
秋
左
氏
伝
』

毎
週
木
曜
日

テ
キ
ス
ト
『
三
国
遺
事
』

紀
異

古
朝
鮮
深
山

責
任
者

巻

毎
週
木
曜
日

責
任
者

赤
羽

テ
キ
ス
ト
『
史
記
』

巻
一
二
九

貨
殖
列
伝
毎
週
月
曜
日 松

尾

郁
子

(
D
2
)

午
後
三
時
よ
り

正
俊

(
M
l
)

午
後
三
時
よ
り

奈
津
子

(
D
l
)

午
後
三
時
よ
り



責
任
者

テ
キ
ス
ト
『
三
国
志
』

巻
五
十
六

朱
然
伝

毎
週
火
曜
日

責
任
者

テ
キ
ス
ト
『
宋
史
紀
事
本
末
』

西
夏
用
兵

巻
四
十
毎
週
水
曜
日

責
任
者

テ
キ
ス
ト
『
十
駕
斎
養
新
録
』

毎
週
金
曜
日

責
任
者

-
学
部
生
対
象
欧
文
文
献
輪
説
会

日
時
要
相
談

責
任
者

-
ペ
ル
シ
ア
語
輪
読
会

日
程
要
相
談

責

任

者

村

岡

日
程
未
定

倫
(
本
学
文
学
部
助
教
授
)

-
ペ
ル
シ
ア
語
中
級
輪
読
会

責
任
者

-
現
代
ト
ル
コ
語
初
級
輪
読
会

日
程
未
定

責
任
者

-
チ
ャ
ガ
タ
イ
H
ト
ル
コ
語
入
門
輪
読
会

日
程
未
定

責
任
者

佐
伯

土
屋

土
屋

土
屋

光
祥

(
D
3
)

午
前
十
一
時
よ
り

朝
山

明
彦

(
D
4
)

午
後
三
時
よ
り

大
島

勝
俊

(
D
4
)

午
後
五
時
よ
り

伊I

坂

直
史

(
D
4
)

宮
本

(
D
l
)
 

先

和
良
(
賛
助
会
員
)

和
良
(
賛
助
会
員
)

和
良
(
賛
助
会
員
)

日
本
語
日
本
文
学
専
攻

《
龍
谷
大
学
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
合
同
研
究
発
表
会
》

4主
芳司ヒ

幸日

二
O
O
四
年
九
月
十
八
日
(
土
)
・
十
九
日
(
日
)
於
龍
谷
大
学

・
宇
治
十
帖
と
い
う
物
語
社
会
の
論
理
l

「
世
」
か
ら
の
逃
走
、
「
世
」
と
の

日
程

闘

争

|

岩
田
行
展

(
M
2
)

-
『
と
り
か
へ
ば
や
』
に
お
け
る
「
と
り
か
へ
」
に
つ
い
て井
上
聖
子

(
M
2
)

-
『
義
経
記
』
「
牛
若
奥
州
下
り
物
語
」
の
編
集
意
図

・
夏
目
激
石
『
行
人
』
論
ー
一
郎
の
思
考
の
枠
組
み
と
そ
の
限
界
|

勝
亦
智
之

(
M
2
)

吉
永
恵
利
加

(
M
2
)

-
坂
口
安
吾
『
白
痴
』
論
l

白
痴
と
名
指
さ
れ
る
女
l

室

・
移
動
動
詞
に
お
け
る
日
本
語
・
韓
国
語
の
対
照
研
究
|
動
詞
「
行
く
」
と

鈴
香

(
M
2
)

「

g
a
d
a
(
行
く
)
」
の
意
味
分
析
|

金
仁
錫

(
M
2
)

-
埋
め
込
み
文
を
つ
く
る
「
の
」
の
静
態
的
研
究

森
田
恵
美
子

(
M
3
)

-
『
夜
の
寝
覚
』
に
お
け
る
天
人
降
下
事
件
と
そ
の
機
能
l

事
・
言
・
琴
の
視

松
田
美
由
貴

(
M
2
)

点
か
ら
|

-
五
世
川
柳
の
研
究

河
上
一
平

(
M
2
)

-
真
宗
談
義
本
に
つ
い
て

西
山
智
史

(
M
2
)

-
宮
沢
賢
治
『
風
の
又
三
郎
』
論
l

〈
風
の
又
三
郎
〉
と
い
う
表
象
を
め
ぐ

ーコ
て

塚
田
典
子

(
M
2
)

-
川
端
康
成
『
死
体
紹
介
入
』
論
l

「
死
を
超
越
す
る
」
た
め
の
「
死
体
紹

介
入
」
|

陳
丹
蛇

(
M
2
)

〈
古
代
文
学
研
究
会

十
一
月
例
会
〉

日
程

二
O
O
四
年
十
一
月
十
四
日

(
日
)
於
名
古
屋
大
学四

二
九



-
浮
舟
を
め
ぐ
る
「
世
L

、

「
世
」
を
め
ぐ
る
浮
舟

〈
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
〉

日
程

二
O
O
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